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　平成24年11月から1内科病棟に異動し、1年8ヶ月が経過しました。入院を担う病棟として、

退院や転棟等の病床管理の難しさ、大変さをひしひしと感じています。休日も病床管理表が

頭の中をヒラヒラと舞っています。

　さて、今年の診療報酬改定では2025年を見据えた改定がなされ、医療機関の機能分化・

強化と連携、在宅医療の充実等を重点課題としました。入院医療の機能分化では7：1入院基本料

の見直し、そして地域包括ケア病棟（病床）の新設がされました。

　1内科病棟は現在7：1入院基本料を算定しており、今後も7：1入院基本料で継続していくことと、

さらに7月から地域包括ケア病床を12床導入することになりました。7：1の要件は厳格化され、

今までは要件とされていなかった在宅復帰率（75%以上）の導入や、重症度、医療・看護必要度の

見直しがあり、A項目の削除、修正が行われています。地域包括ケア病床においても、在宅復帰

率（70%以上）や重症度、医療・看護必要度の要件がありそれをクリアしなければなりません。

　ひとつの病棟に急性期病床と地域包括ケア病床が混在するため、急性期病床から地域包括

ケア病床への転床、回復期リハビリ病棟への転棟など今まで以上に病床管理が重要になって

きます。

　受け持ち看護師が早期に患者さんへの介入を図り、係長、主任、スタッフと共に一丸となって

未経験なる状況に臨んでいきたいと思います。
(7月ホームページを更新いたしました)
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医療連携相談室です。
どうぞお気軽にご相談ください。

　医療連携相談室では、患者様・ご家族からの様々な
ご相談を承っています。
　例えば、当院への入院のご相談・退院後の生活に
対する不安・介護サービス等社会資源のご紹介・経済的な
問題についてなど、一緒に考えさせていただいています。
　また、患者様へ適切な医療が提供できるよう、地域の
診療所や病院・施設・在宅サービス事業所等との連携に
努めています。
　どうぞお気軽にお声かけください。

医療連携相談室

TEL
FAX

(事務課)092-801-7386
092-864-1213

担当者

相談受付

医療連携相談室長
楠原　浩之
医療ソーシャルワーカー
小川　美和・松山　章子・橋迫　千佳

平　日：午前9：00～午後5：00
土曜日：午前9：00～午後12：30

こんにちは!
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　１年ぶりに再会する彦星と織姫にやきもちを焼いたかのよ
うな大雨と雷の中、７月７日に２内科主催の七夕会を他の病
棟の患者さんもお迎えして開催しました。
　七夕の歌で始まり、頭の体操でスッキリして、今子どもたち
に大人気の「妖怪ウォッチ体操」に手拍子。お面を付けての愛
らしい軽妙な体操踊りにアンコール！スタッフは息切れを知
られないようにアンコールに応えました。それから、＊皆さん
お元気になって下さいね＊の願いを込めたフラダンスに大拍
手。リハビリスタッフの＊アラビアンダンス＊は、しなやかで、
ちょっぴり妖艶で、初めて見られた方も多く大拍手。レクレ－
ション指導員の資格を持つ１内科ナースの言葉遊びで笑い、
ゴスペル部による「見上げてごらん、夜の星を」の美しい歌声

で星空を思い浮かべました。
　患者さん方からは、「皆さん踊り上手だったね」「嬉しくて手
が痛くなるほど大拍手したよ」「退院前に参加できて良かった」
「私も入院しているのに他の病院に入院した主人のことが心
配で眠れずふさぎ込んでいたけど、楽しませてもらった、有難
う」という言葉を頂きました。みなさん、少しリフレッシュして
頂けたようです。みなさんが笑顔になれるよう、これからも
頑張ります。

　平成26年4月診療報酬改定により、病院の機能分化が進められ、急性期病床の削減、地域包括ケア病棟の新設、外来での
主治医機能評価等が重要項目です。私達は、可能な限り住み慣れた場所で自分らしく生活して、病気になっても、重度な要介
護状態となっても、認知症高齢者になっても、安心して療養できる地域にしたいと活動しています。

　当ステーションでの在宅看取りについてお話をさせていただきました。医療処置の多い利用者様でも点滴や痰の吸引、24
時間の緊急時対応の実施、介護をされるご家族への慰労や介護相談などを行いながら、ご自宅で最期まで過ごせる様に
サポートを行っております。
　ご家族だけでの介護に不安やご心配がありましたら、お気軽に在宅医療介護センターへご相談にお越しください。

いきいき公開セミナー

①医療と介護のよりよい連携を目指して
　～地域包括ケアシステムについて～

テーマ：「地域で生きるということ」

　はじめまして。4月よりさくら病院に勤務させていただいています堀端智子
（ホリバタトモコ）と申します。出身は福岡県古賀市で、平成16年に長崎大学医学部
を卒業後、大阪の病院で2年間の臨床研修を受けたのち、三重県下の病院に
勤務をしておりました。この度、平成26年3月に福岡に転居致しましたが、縁あって、
さくら病院に勤務することとなりました。
　さくら病院では、主に外来患者さんや入院患者さんの診療、上下部内視鏡検査
等の検査や訪問診療を担当させていただいています。高齢化社会を迎え、地域社会
での病院役割はますます重要となってくると思います。そのような情勢のなか、
さくら病院は、外来診療、入院診療は勿論のこと、訪問診療などの地域に密着した
医療に幅広く貢献されており、その一員として、故郷である福岡の医療のために
働けることを、とてもうれしく感じています。スタッフと協力しながら、患者さんや
そのご家族の方に、安心して治療を受けていただける様、丁寧な診療を心がけて
行きたいと思っていますので、どうぞ宜しくお願い致します。

　福岡市の平尾にある松風園は、福岡の百貨店の創業者の邸宅跡
地を整備し、平成19年に開園した茶室と日本庭園のある公園です。
正門から階段を昇りきった先には駿河湾と富士山をイメージしたと
いわれる美しい日本庭園が広がります。
　参加された方は、樹齢100年を超えるイロハモミジの新緑や
つつじを楽しみました。
　「松風庵」と名付けられた茶室は、京都から職人を迎え、京都の材
料を使ってつくられた本格的なものだそうです。茶室の障子を開ける
と日本庭園が見渡せます。
　お抹茶のサービス（有料）があり、美しい日本庭園を眺めながら、
お抹茶と和菓子を味わい、ゆったりとしたひと時を過ごしていただき
ました。日常の喧騒から少しはなれ、落ち着いた庭園でのひと時は、
心と体のリフレッシュになったのではないでしょうか。
　園内はエレベーターがあるなど、ユニバーサルデザインとなっており
車椅子の方でも安心です。一度、足を運んでみてはいかがでしょうか。

のバスハイク ～本格的な茶室と日本庭園を堪能～４月
23日（水）
15：00～15：30

堀端 智子医師

さくら病院在宅医療介護センター　　井上　富士子

②医療依存度の高い療養者の在宅看取りの実現 ～療養者の願いを叶える支援～
訪問看護ステーションさくら　　宮本　久美子

いきいき公開セミナー

テーマ：「医療にかかる“お金”の話」

６月
25日（水）
15：00～15：30

医療ソーシャルワーカー　松山　章子

春

さくら
ユニット

　緩和ケア・さくらユニットでは、患者さんに美しい景色や空気を感じていただき、ボラ
ンティアの方との交流を深めるために、年2回、新緑と紅葉の時期に院外イベントを
実施しています。今年は5月19日に患者さん2名、ボランティアの方5名そして看護師
2名で「油山牧場 も～も～らんど」に行ってきました。当日は快晴に恵まれ、当院からは
距離にして6kmほどですが、標高597mの油山の中腹にあるも～も～らんどに向かう
道中はあっという間に新緑に包まれます。ほどなく牧場が見え始めると「あ、牛がいる！」
という声に患者さんも驚嘆の声を上げられ、病室では感じにくい季節の移り変わりを
感じていただけたと思います。油山からは福岡市内も見渡すことができ、患者さんの
表情もキラキラしていました。園内では遠足中の園児と触れ合い、売店では買い物を
楽しむなどの時間を過ごし、お土産のクッキーを手にユニットに戻りました。

「も～も～らんど」へGO!!

　今回は、日本の医療保険制度や医療費助成制度の概要について
お話しさせて頂きました。
　日本では、国民全員に公的な医療保険制度への加入を義務付けて
おり、それによって窓口で健康保険証を提示すれば、一定の自己負担で医療サービスを受けられるようになっています。
　入院や外来でかかる費用には、各年齢や世帯の収入状況等に合わせて自己負担割合や上限額が設けられています。また、
診察を受けたりお薬をもらったりする以外にも医療保険制度に加入していることで利用できるサービスがあります。
　利用する制度の内容によって、区役所等の窓口で申請が必要なものもあり、分かりづらいことも多いかもしれません。
　今回参加いただいた方からも様々なご質問を頂きましたが、『どんなサービスがあるのか？』『どうすれば利用できるのか？』
など、医療制度に限らず、何か気になられることがあったら、ぜひ私たち医療ソーシャルワーカーへお尋ねいただければと
思っています。



プライマリ・ケアとは

さくら便り お勧めスポット

プライマリ・ケア認定医　西本好徳

　1978年9月に現在のカザフスタン共和国アルマティ（当時
は、ソビエト連邦アルマ・アタ）で開催された第一回プライマリ・
ヘルス・ケアに関する国際会議（WHO、UNICEF主催）で採択さ
れた宣言文のアルマアタ宣言に基づいており、以下に示すアメ
リカ国立科学アカデミー（National Academy of Sciences）
の定義（表１）に由来しています。
　具体的には、日本プライマリーケア連合学会のHPによると
「身近にあって、何でも相談にのってくれる総合的な医療」とあ
ります。つまり、風邪、高血圧や糖尿病の治療、禁煙、インフル
エンザ等の予防接種や各種健診、身体がしんどくて何もやる
気がでず不眠が続くとき、認知症の家族の介護のために主治
医意見書が必要なとき、癌の末期で住み慣れた自宅で余生を
過ごしたいときなどの地域住民の日常的に起こる健康問題の
大半について解決する医療を提供することです。
　病院には「病気だと思って」いる人が期待、希望を持って受診し
ますが、病気の原因は単に臓器の異常だけとは限らず、患者さ
んの考えや感情を受け止めて身体と心、社会的背景などを理
解して総合的に診療して期待に応えることです。末期癌や神
経難病などの不治の病に対しても緩和ケアの観点から痛み

や苦痛を緩和して日常生活を送ったり、平穏な最期を迎えたり
するお手伝いをすることも含まれます。勿論、病気の状態（緊急
性が高い、高度な医療が必要、特殊な検査が必要など）によっ
ては、該当する近隣の高次医療機関などへの紹介も行います。
　常に病気や障害を持つ人が「生活していく上で何が困難か、
それに対してどうすればよいか」ということを念頭に対処する
ことになりますが、病院だけで解決しない問題も多く、地域で安
心して生活していくために、地域の医療・福祉・介護・保健の専
門家や地域の方々と連携して地域で支援（地域包括ケア）を行
います。身体的あるいは病状的に通院が困難な場合には、受診
遅れによる病状悪化を避けるために、訪問診療や往診を行い、
患者の「かかりやすさ」を高める努力も必要となります。
　また、病気で病院を受診する方だけではなく、受診しない
地域の方に対して病気予防の視点から働きかけること（予防接
種や各種健診の実施、地域の健康教室の開催など）も重要な役
割のひとつです。
　上記のように地域の方の身近な立場で健康をサポートする医
療、介護、福祉、保健をまとめて「プライマリ・ケア」と呼びます。

プライマリ・ケアの
５つの理念 （表１）

　最近はタバコを吸える場所も限られてきて、愛煙家の方には
どんどん厳しい環境になっていますね。
　喫煙すると老化（動脈硬化）が進み脳卒中や心筋梗塞、呼吸機
能の低下、糖尿病のリスクも高くなります。「そんなこと分かって
いるけどやめられない」という喫煙は、ニコチン依存症という病
気なのです。条件を満たした患者さんは健康保険等による治療
が受けられます。　　
　さくら病院でも、火曜日の午後、「禁煙外来」が始まりました。
　禁煙治療に関する問診を受けた後、「保険診療」または「自由
診療」での治療が可能となります。
　3ヶ月の間に5回の診察日が決められ、受診時に呼気一酸化

　夏の暑さを忘れさせホッと一息つける場所をご紹介します。
糸島市にある白糸の滝です。天然のクーラー、マイナスイオンたっぷりで身近
なパワースポットとして人気です。岩肌を白い糸のように流れ落ちる水の音と
涼しい風、木の葉の間から聞こえてくる小鳥のさえずり、思わず深呼吸してし
まいます。岩魚釣りができたり、そうめん流しができ、食事処もあり若いカップ
ル、家族連れ、年配のご夫婦やお友達、ペットを連れた人達が涼しさをもとめ
て来られています。
　白糸の滝へは車で日向峠を越え県道大野二丈線を前原方面に西へ「八反田」
の信号を左折し山を登っていきます。又は２０２号線を前原方面へ全国的に有
名になった伊都菜彩へ行くのと同じ「波多江」の信号を左折し山方向へ（白糸
の滝への案内標識あり）の方法があります。白糸の滝の近くにある雷山千如
寺大悲王院の天然記念物の大楓、国指定重要文化財「木造千手眼観音立像」
がある山寺の涼しさもこの夏ぜひ一度体験されることをお勧めします。

炭素濃度検査によるタバコに含まれている有害成分をどれくら
い取り込んでいるかを調べていきます。
　禁煙実行継続にむけてのアドバイスや、禁煙の為の補助薬（禁
煙を助けてくれる薬）も処方され、禁煙の治療を医師・看護師・
栄養士などチームでサポートしていきます。
　「分かっているけどやめられない喫煙」を本当にやめられた
時、咳や痰が少なくなったり、呼吸が楽になったり、味覚や嗅覚
を取り戻し、成し遂げられた自分を誇らしく思えるでしょう。
そして、サポートする我々から賞賛を受けることでしょう。成功
率は７割です！
　詳しく知りたい方は是非さくら病院外来にご相談ください。

　3内科病棟は、看護師26名介護福祉士２名ケアワー

カー４名の計32名のスタッフで日々患者様のケアを

行っています。神経難病・意識障害・重度の障害等のある

患者様が入院されており、患者様とご家族に安心・安楽

な環境と心から満足して頂けるケアを提供しています。

　ケアの中で入浴介助に力を入れており、今までは

呼吸器装着中の患者様の入浴は難しかったのですが、

患者様、ご家族からの要望をスタッフ全員が真摯に

受け止め、現在は呼吸器装着中の患者様にも入浴して

頂けるようになりました。

　週2回のリハビリカンファレンスでは、当病棟のス

タッフだけでなく理学療法士・作業療法士・言語療法士

等の他職種も参加し、日々患者様のＡＤＬ・ＱＯＬの維

持向上を様々な方面から支えられるように取り組んで

います。

　また、他にも七夕会を開き、患者様やご家族だけでな

く病棟スタッフ・リハビリスタッフ等たくさんの方が

気軽にお菓子や飲み物を片手に会話を楽しみ、患者様

のＡＤＬ・ＱＯＬの向上を共に喜べる場となりました。

　このように日々のケアだけでなく、イベントも通して

「ここに来てよかった」と誰もが思えるような3内科

病棟を目指して、スタッフ全員が日々頑張っています。

禁煙外来始まります。

３内科部署
紹介

１.Accessibility(近接性)
①地理的
②経済的
③時間的
④精神的
2.Comprehensiveness(包括性)
①予防～治療、リハビリテーションまで
②全人的医療
③小児から老人まで
④common disease（生活習慣病を含むよくある病気）を
　中心とした全科的医療

3.Coordination(統合性) 
①専門医との密接な関係
②チーム医療
③住民との協調
④社会的医療資源（地域包括ケアなど）の活用
4.Continuity(継続性) 
①「ゆりかご～墓場まで」
②病気のときも健康なときも
③病気のときは外来→病院→在宅へと継続的に
5.Accountability(責任性)
①医療内容の監視システム
②生涯教育
③患者への十分な説明

(日本プライマリ・ケア連合学会　基本研修ハンドブック 
p.53より抜粋）



プライマリ・ケアとは

さくら便り お勧めスポット

プライマリ・ケア認定医　西本好徳

　1978年9月に現在のカザフスタン共和国アルマティ（当時
は、ソビエト連邦アルマ・アタ）で開催された第一回プライマリ・
ヘルス・ケアに関する国際会議（WHO、UNICEF主催）で採択さ
れた宣言文のアルマアタ宣言に基づいており、以下に示すアメ
リカ国立科学アカデミー（National Academy of Sciences）
の定義（表１）に由来しています。
　具体的には、日本プライマリーケア連合学会のHPによると
「身近にあって、何でも相談にのってくれる総合的な医療」とあ
ります。つまり、風邪、高血圧や糖尿病の治療、禁煙、インフル
エンザ等の予防接種や各種健診、身体がしんどくて何もやる
気がでず不眠が続くとき、認知症の家族の介護のために主治
医意見書が必要なとき、癌の末期で住み慣れた自宅で余生を
過ごしたいときなどの地域住民の日常的に起こる健康問題の
大半について解決する医療を提供することです。
　病院には「病気だと思って」いる人が期待、希望を持って受診し
ますが、病気の原因は単に臓器の異常だけとは限らず、患者さ
んの考えや感情を受け止めて身体と心、社会的背景などを理
解して総合的に診療して期待に応えることです。末期癌や神
経難病などの不治の病に対しても緩和ケアの観点から痛み

や苦痛を緩和して日常生活を送ったり、平穏な最期を迎えたり
するお手伝いをすることも含まれます。勿論、病気の状態（緊急
性が高い、高度な医療が必要、特殊な検査が必要など）によっ
ては、該当する近隣の高次医療機関などへの紹介も行います。
　常に病気や障害を持つ人が「生活していく上で何が困難か、
それに対してどうすればよいか」ということを念頭に対処する
ことになりますが、病院だけで解決しない問題も多く、地域で安
心して生活していくために、地域の医療・福祉・介護・保健の専
門家や地域の方々と連携して地域で支援（地域包括ケア）を行
います。身体的あるいは病状的に通院が困難な場合には、受診
遅れによる病状悪化を避けるために、訪問診療や往診を行い、
患者の「かかりやすさ」を高める努力も必要となります。
　また、病気で病院を受診する方だけではなく、受診しない
地域の方に対して病気予防の視点から働きかけること（予防接
種や各種健診の実施、地域の健康教室の開催など）も重要な役
割のひとつです。
　上記のように地域の方の身近な立場で健康をサポートする医
療、介護、福祉、保健をまとめて「プライマリ・ケア」と呼びます。

プライマリ・ケアの
５つの理念 （表１）

　最近はタバコを吸える場所も限られてきて、愛煙家の方には
どんどん厳しい環境になっていますね。
　喫煙すると老化（動脈硬化）が進み脳卒中や心筋梗塞、呼吸機
能の低下、糖尿病のリスクも高くなります。「そんなこと分かって
いるけどやめられない」という喫煙は、ニコチン依存症という病
気なのです。条件を満たした患者さんは健康保険等による治療
が受けられます。　　
　さくら病院でも、火曜日の午後、「禁煙外来」が始まりました。
　禁煙治療に関する問診を受けた後、「保険診療」または「自由
診療」での治療が可能となります。
　3ヶ月の間に5回の診察日が決められ、受診時に呼気一酸化

　夏の暑さを忘れさせホッと一息つける場所をご紹介します。
糸島市にある白糸の滝です。天然のクーラー、マイナスイオンたっぷりで身近
なパワースポットとして人気です。岩肌を白い糸のように流れ落ちる水の音と
涼しい風、木の葉の間から聞こえてくる小鳥のさえずり、思わず深呼吸してし
まいます。岩魚釣りができたり、そうめん流しができ、食事処もあり若いカップ
ル、家族連れ、年配のご夫婦やお友達、ペットを連れた人達が涼しさをもとめ
て来られています。
　白糸の滝へは車で日向峠を越え県道大野二丈線を前原方面に西へ「八反田」
の信号を左折し山を登っていきます。又は２０２号線を前原方面へ全国的に有
名になった伊都菜彩へ行くのと同じ「波多江」の信号を左折し山方向へ（白糸
の滝への案内標識あり）の方法があります。白糸の滝の近くにある雷山千如
寺大悲王院の天然記念物の大楓、国指定重要文化財「木造千手眼観音立像」
がある山寺の涼しさもこの夏ぜひ一度体験されることをお勧めします。

炭素濃度検査によるタバコに含まれている有害成分をどれくら
い取り込んでいるかを調べていきます。
　禁煙実行継続にむけてのアドバイスや、禁煙の為の補助薬（禁
煙を助けてくれる薬）も処方され、禁煙の治療を医師・看護師・
栄養士などチームでサポートしていきます。
　「分かっているけどやめられない喫煙」を本当にやめられた
時、咳や痰が少なくなったり、呼吸が楽になったり、味覚や嗅覚
を取り戻し、成し遂げられた自分を誇らしく思えるでしょう。
そして、サポートする我々から賞賛を受けることでしょう。成功
率は７割です！
　詳しく知りたい方は是非さくら病院外来にご相談ください。

　3内科病棟は、看護師26名介護福祉士２名ケアワー

カー４名の計32名のスタッフで日々患者様のケアを

行っています。神経難病・意識障害・重度の障害等のある

患者様が入院されており、患者様とご家族に安心・安楽

な環境と心から満足して頂けるケアを提供しています。

　ケアの中で入浴介助に力を入れており、今までは

呼吸器装着中の患者様の入浴は難しかったのですが、

患者様、ご家族からの要望をスタッフ全員が真摯に

受け止め、現在は呼吸器装着中の患者様にも入浴して

頂けるようになりました。

　週2回のリハビリカンファレンスでは、当病棟のス

タッフだけでなく理学療法士・作業療法士・言語療法士

等の他職種も参加し、日々患者様のＡＤＬ・ＱＯＬの維

持向上を様々な方面から支えられるように取り組んで

います。

　また、他にも七夕会を開き、患者様やご家族だけでな

く病棟スタッフ・リハビリスタッフ等たくさんの方が

気軽にお菓子や飲み物を片手に会話を楽しみ、患者様

のＡＤＬ・ＱＯＬの向上を共に喜べる場となりました。

　このように日々のケアだけでなく、イベントも通して

「ここに来てよかった」と誰もが思えるような3内科

病棟を目指して、スタッフ全員が日々頑張っています。

禁煙外来始まります。

３内科部署
紹介

１.Accessibility(近接性)
①地理的
②経済的
③時間的
④精神的
2.Comprehensiveness(包括性)
①予防～治療、リハビリテーションまで
②全人的医療
③小児から老人まで
④common disease（生活習慣病を含むよくある病気）を
　中心とした全科的医療

3.Coordination(統合性) 
①専門医との密接な関係
②チーム医療
③住民との協調
④社会的医療資源（地域包括ケアなど）の活用
4.Continuity(継続性) 
①「ゆりかご～墓場まで」
②病気のときも健康なときも
③病気のときは外来→病院→在宅へと継続的に
5.Accountability(責任性)
①医療内容の監視システム
②生涯教育
③患者への十分な説明

(日本プライマリ・ケア連合学会　基本研修ハンドブック 
p.53より抜粋）



七夕会2内科
病棟

通所
リハビリ

　１年ぶりに再会する彦星と織姫にやきもちを焼いたかのよ
うな大雨と雷の中、７月７日に２内科主催の七夕会を他の病
棟の患者さんもお迎えして開催しました。
　七夕の歌で始まり、頭の体操でスッキリして、今子どもたち
に大人気の「妖怪ウォッチ体操」に手拍子。お面を付けての愛
らしい軽妙な体操踊りにアンコール！スタッフは息切れを知
られないようにアンコールに応えました。それから、＊皆さん
お元気になって下さいね＊の願いを込めたフラダンスに大拍
手。リハビリスタッフの＊アラビアンダンス＊は、しなやかで、
ちょっぴり妖艶で、初めて見られた方も多く大拍手。レクレ－
ション指導員の資格を持つ１内科ナースの言葉遊びで笑い、
ゴスペル部による「見上げてごらん、夜の星を」の美しい歌声

で星空を思い浮かべました。
　患者さん方からは、「皆さん踊り上手だったね」「嬉しくて手
が痛くなるほど大拍手したよ」「退院前に参加できて良かった」
「私も入院しているのに他の病院に入院した主人のことが心
配で眠れずふさぎ込んでいたけど、楽しませてもらった、有難
う」という言葉を頂きました。みなさん、少しリフレッシュして
頂けたようです。みなさんが笑顔になれるよう、これからも
頑張ります。

　平成26年4月診療報酬改定により、病院の機能分化が進められ、急性期病床の削減、地域包括ケア病棟の新設、外来での
主治医機能評価等が重要項目です。私達は、可能な限り住み慣れた場所で自分らしく生活して、病気になっても、重度な要介
護状態となっても、認知症高齢者になっても、安心して療養できる地域にしたいと活動しています。

　当ステーションでの在宅看取りについてお話をさせていただきました。医療処置の多い利用者様でも点滴や痰の吸引、24
時間の緊急時対応の実施、介護をされるご家族への慰労や介護相談などを行いながら、ご自宅で最期まで過ごせる様に
サポートを行っております。
　ご家族だけでの介護に不安やご心配がありましたら、お気軽に在宅医療介護センターへご相談にお越しください。

いきいき公開セミナー

①医療と介護のよりよい連携を目指して
　～地域包括ケアシステムについて～

テーマ：「地域で生きるということ」

　はじめまして。4月よりさくら病院に勤務させていただいています堀端智子
（ホリバタトモコ）と申します。出身は福岡県古賀市で、平成16年に長崎大学医学部
を卒業後、大阪の病院で2年間の臨床研修を受けたのち、三重県下の病院に
勤務をしておりました。この度、平成26年3月に福岡に転居致しましたが、縁あって、
さくら病院に勤務することとなりました。
　さくら病院では、主に外来患者さんや入院患者さんの診療、上下部内視鏡検査
等の検査や訪問診療を担当させていただいています。高齢化社会を迎え、地域社会
での病院役割はますます重要となってくると思います。そのような情勢のなか、
さくら病院は、外来診療、入院診療は勿論のこと、訪問診療などの地域に密着した
医療に幅広く貢献されており、その一員として、故郷である福岡の医療のために
働けることを、とてもうれしく感じています。スタッフと協力しながら、患者さんや
そのご家族の方に、安心して治療を受けていただける様、丁寧な診療を心がけて
行きたいと思っていますので、どうぞ宜しくお願い致します。

　福岡市の平尾にある松風園は、福岡の百貨店の創業者の邸宅跡
地を整備し、平成19年に開園した茶室と日本庭園のある公園です。
正門から階段を昇りきった先には駿河湾と富士山をイメージしたと
いわれる美しい日本庭園が広がります。
　参加された方は、樹齢100年を超えるイロハモミジの新緑や
つつじを楽しみました。
　「松風庵」と名付けられた茶室は、京都から職人を迎え、京都の材
料を使ってつくられた本格的なものだそうです。茶室の障子を開ける
と日本庭園が見渡せます。
　お抹茶のサービス（有料）があり、美しい日本庭園を眺めながら、
お抹茶と和菓子を味わい、ゆったりとしたひと時を過ごしていただき
ました。日常の喧騒から少しはなれ、落ち着いた庭園でのひと時は、
心と体のリフレッシュになったのではないでしょうか。
　園内はエレベーターがあるなど、ユニバーサルデザインとなっており
車椅子の方でも安心です。一度、足を運んでみてはいかがでしょうか。

のバスハイク ～本格的な茶室と日本庭園を堪能～４月
23日（水）
15：00～15：30

堀端 智子医師

さくら病院在宅医療介護センター　　井上　富士子

②医療依存度の高い療養者の在宅看取りの実現 ～療養者の願いを叶える支援～
訪問看護ステーションさくら　　宮本　久美子

いきいき公開セミナー

テーマ：「医療にかかる“お金”の話」

６月
25日（水）
15：00～15：30

医療ソーシャルワーカー　松山　章子

春

さくら
ユニット

　緩和ケア・さくらユニットでは、患者さんに美しい景色や空気を感じていただき、ボラ
ンティアの方との交流を深めるために、年2回、新緑と紅葉の時期に院外イベントを
実施しています。今年は5月19日に患者さん2名、ボランティアの方5名そして看護師
2名で「油山牧場 も～も～らんど」に行ってきました。当日は快晴に恵まれ、当院からは
距離にして6kmほどですが、標高597mの油山の中腹にあるも～も～らんどに向かう
道中はあっという間に新緑に包まれます。ほどなく牧場が見え始めると「あ、牛がいる！」
という声に患者さんも驚嘆の声を上げられ、病室では感じにくい季節の移り変わりを
感じていただけたと思います。油山からは福岡市内も見渡すことができ、患者さんの
表情もキラキラしていました。園内では遠足中の園児と触れ合い、売店では買い物を
楽しむなどの時間を過ごし、お土産のクッキーを手にユニットに戻りました。

「も～も～らんど」へGO!!

　今回は、日本の医療保険制度や医療費助成制度の概要について
お話しさせて頂きました。
　日本では、国民全員に公的な医療保険制度への加入を義務付けて
おり、それによって窓口で健康保険証を提示すれば、一定の自己負担で医療サービスを受けられるようになっています。
　入院や外来でかかる費用には、各年齢や世帯の収入状況等に合わせて自己負担割合や上限額が設けられています。また、
診察を受けたりお薬をもらったりする以外にも医療保険制度に加入していることで利用できるサービスがあります。
　利用する制度の内容によって、区役所等の窓口で申請が必要なものもあり、分かりづらいことも多いかもしれません。
　今回参加いただいた方からも様々なご質問を頂きましたが、『どんなサービスがあるのか？』『どうすれば利用できるのか？』
など、医療制度に限らず、何か気になられることがあったら、ぜひ私たち医療ソーシャルワーカーへお尋ねいただければと
思っています。



堀端

古屋 中園/江藤

天野 天野 古屋

　平成24年11月から1内科病棟に異動し、1年8ヶ月が経過しました。入院を担う病棟として、

退院や転棟等の病床管理の難しさ、大変さをひしひしと感じています。休日も病床管理表が

頭の中をヒラヒラと舞っています。

　さて、今年の診療報酬改定では2025年を見据えた改定がなされ、医療機関の機能分化・

強化と連携、在宅医療の充実等を重点課題としました。入院医療の機能分化では7：1入院基本料

の見直し、そして地域包括ケア病棟（病床）の新設がされました。

　1内科病棟は現在7：1入院基本料を算定しており、今後も7：1入院基本料で継続していくことと、

さらに7月から地域包括ケア病床を12床導入することになりました。7：1の要件は厳格化され、

今までは要件とされていなかった在宅復帰率（75%以上）の導入や、重症度、医療・看護必要度の

見直しがあり、A項目の削除、修正が行われています。地域包括ケア病床においても、在宅復帰

率（70%以上）や重症度、医療・看護必要度の要件がありそれをクリアしなければなりません。

　ひとつの病棟に急性期病床と地域包括ケア病床が混在するため、急性期病床から地域包括

ケア病床への転床、回復期リハビリ病棟への転棟など今まで以上に病床管理が重要になって

きます。

　受け持ち看護師が早期に患者さんへの介入を図り、係長、主任、スタッフと共に一丸となって

未経験なる状況に臨んでいきたいと思います。
(7月ホームページを更新いたしました)

2014年8月
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1内科病棟師長

さくら病院前バス停

熊谷
循環器内科

知念

内藤川添

内藤

医療連携相談室です。
どうぞお気軽にご相談ください。

　医療連携相談室では、患者様・ご家族からの様々な
ご相談を承っています。
　例えば、当院への入院のご相談・退院後の生活に
対する不安・介護サービス等社会資源のご紹介・経済的な
問題についてなど、一緒に考えさせていただいています。
　また、患者様へ適切な医療が提供できるよう、地域の
診療所や病院・施設・在宅サービス事業所等との連携に
努めています。
　どうぞお気軽にお声かけください。

医療連携相談室

TEL
FAX

(事務課)092-801-7386
092-864-1213

担当者

相談受付

医療連携相談室長
楠原　浩之
医療ソーシャルワーカー
小川　美和・松山　章子・橋迫　千佳

平　日：午前9：00～午後5：00
土曜日：午前9：00～午後12：30

こんにちは!

緩和ケア外来 心療内科

内科／緩和ケア

森嶋  さえ子

神経内科
村上
心療内科

村上
心療内科

岩崎
リハビリ外来

井手
糖尿病外来

熊谷
循環器

中園/江藤

ライフケア柏原
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